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SDGｓとは

Sustainable
⇒続く

Development

⇒成長する ？



創業した１８８０年という時代

江戸の街：むしろサスティナブルだった 近代化：大量生産の時代へ

転換期



近代化の表と裏

糸にならない短い繊維は捨てていた⇒布団屋さんに販売
↓

アップサイクル・SDGｓの精神



「地球環境を守る」私たちの歩み

製造業
へ

創業
生分解
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車輛
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による
事業拡大

綿を使った
シート製造。

海に流出し
た油の吸着
材等を製造

生分解性
のある

難燃シート
で特許取得

車輛を軽量化
し環境負荷を
低減するPRJ

に参画

ｱｯﾌﾟｻｲｸﾙ事業
を開始。

グッズ部門を
主力商品へ



グッズ業界におけるアップサイクルのインパクト
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石油由来の量産型ビジネスモデルからサスティナビリティを軸にしたビジネスモデルへ



現在活用中の廃材（研究中含む）

・廃棄布団由来の綿

・鉄道車輛のシート廃棄品由来の綿

・スタジアムのビールカップ廃棄品由来の綿

・テーブルクロス製造時に出る生地端材

・ｺｰﾋｰﾌｨﾙﾀｰ製造時の紙廃材

・革靴製造時の革端材

・飲食店等のアクリル板

・廃棄された着物



事例①JRA（中央競馬ピーアール・センタ
ー）様



事例②スポーツチーム向け等MD



姫路発アップサイクル専門ブランドを世界へ

工場等
排出業者様

ｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑ等
販売者様

ファン等
消費者様

アップサイクルの姿勢を発信


